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(57)【要約】
【課題】レーベル面に記載された可視情報を任意の位置
で目視することが可能な光ディスク装置を提供する。
【解決手段】本発明の光ディスク装置１００は、情報記
録面に複数のアドレスが記録された光ディスク１１４を
回転させるスピンドルモータ１１０と、スピンドルモー
タ１１０により回転される光ディスク１１４の情報記録
面に対して情報信号を記録再生する光ピックアップ１１
６と、光ディスク１１４のレーベル面に対して光を照射
するストロボ発光部１５０と、複数のアドレスから選択
された一の基準アドレスと光ディスク１１４から読み取
り可能な基準信号とに基づいてストロボ発光部１５０を
発光させる制御部１２１とを備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報記録面に複数のアドレスが記録された記録媒体を回転させる回転駆動部と、
　前記回転駆動部により回転される前記記録媒体の前記情報記録面に対して情報信号を記
録再生する光ピックアップと、
　前記記録媒体のレーベル面に対して光を照射する発光部と、
　前記複数のアドレスから選択された一の基準アドレスと前記記録媒体から読み取り可能
な基準信号とに基づいて前記発光部を発光させる制御部と、
を備える、光ディスク装置。
【請求項２】
　前記制御部は、
　前記光ピックアップにより前記基準信号を検出する検出部と、
　前記基準アドレスに基づいて前記記録媒体の基準位置状態を決定する決定部と、
　前記基準信号および前記基準アドレスに基づいて前記発光部を発光させる発光タイミン
グを算出するタイミング算出部と、
　前記発光タイミングに基づいて前記発光部を発光させる発光制御部と、
を備える、請求項１に記載の光ディスク装置。
【請求項３】
　前記タイミング算出部は、前記基準位置状態から前記発光部を発光させる発光位置まで
の前記記録媒体の回転角度を前記基準信号のクロック数に変換した表示クロック数を算出
し、
　前記発光制御部は、前記基準位置状態から前記基準信号のクロック数のカウントを開始
し、前記クロック数が前記表示クロック数になったとき前記発光部を発光させる、請求項
２に記載の光ディスク装置。
【請求項４】
　前記発光制御部は、前記記録媒体が所定数回転する毎に前記基準位置状態から前記基準
信号のクロック数をカウントし、前記クロック数が前記表示クロック数となったときに前
記発光部を発光させる、請求項３に記載の光ディスク装置。
【請求項５】
　前記タイミング算出部は、前記記録媒体が所定数回転する毎に前記表示クロック数を所
定のクロック数ずつ変更する、請求項３に記載の光ディスク装置。
【請求項６】
　前記所定数は、１または２以上の数である、請求項４または５に記載の光ディスク装置
。
【請求項７】
　前記記録媒体のレーベル面の表示位置を入力する入力部をさらに備え、
　前記タイミング算出部は、前記基準位置状態から前記表示位置を表示させるまでの前記
記録媒体の回転角度を前記表示クロック数に変換し、
　前記発光制御部は、前記基準位置状態から前記基準信号のクロック数のカウントし、前
記クロック数が前記表示クロック数になったとき前記発光部を発光させる、請求項３に記
載の光ディスク装置。
【請求項８】
　前記基準アドレスは、前記記録媒体のレーベル面の印刷時に前記記録媒体の回転制御の
基準となるアドレスである、請求項１に記載の光ディスク装置。
【請求項９】
　情報記録面に複数のアドレスが記録された記録媒体を回転させる回転駆動ステップと、
　回転される前記記録媒体の前記情報記録面に対して情報信号を記録再生する記録再生ス
テップと、
　前記記録媒体のレーベル面に対して光を照射する発光ステップと、
　前記複数のアドレスから選択された一の基準アドレスと前記記録媒体から読み取り可能
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な基準信号とに基づいて前記発光部を発光させる制御ステップと、
を含む、発光制御方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光ディスク装置および発光制御方法に関し、より詳細には、回転する記録媒
体のレーベル面を視認することの可能な光ディスク装置およびその発光制御方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　近年、映像や音声をデジタル形式で記録する記録媒体として光ディスクを利用すること
が一般的になっている。光ディスクの非記録面であるレーベル面には可視情報を記載する
ことが可能であり、例えば光ディスクに記録した内容に関する情報等を記載することによ
って光ディスクの管理を容易にすることができる。
【０００３】
　レーベル面に印刷された可視情報は、記録媒体が停止している場合には視認することが
できるが、記録媒体が高速で回転している場合には視認することができない。しかし、再
生中の光ディスクの内容を確認したり、レーベル面に可視情報を印刷する際に印刷が正し
く行われているか否かを確認するため、記録媒体が高速回転している場合にもレーベル面
の可視情報を視認できることが求められている。
【０００４】
　このような要求に対して、例えば特許文献１には、記録媒体が回転しているときにもレ
ーベル面の可視情報を視認できるように、レーベル面に対してストロボライトを発光させ
る技術が開示されている。かかるディスク装置は、ディスク上のアドレスからディスクの
回転周期を検出し、検出された回転周期に基づいて発光手段の発光制御を行う。
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－１５０７６２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、ディスクのレーベル面に記載された可視情報と情報記録面の情報とは対応して
いない。このため、特許文献１のディスク装置においては、レーベル面の可視情報がディ
スク上のどの位置に記載されているかをユーザが入力しなければ任意の位置で目視するこ
とはできなかった。
【０００７】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、レーベル面に記載された可視情報を任意の位置で目視することが可能な、新規かつ改
良された光ディスク装置および発光制御方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、情報記録面に複数のアドレス
が記録された記録媒体を回転させる回転駆動部と、回転駆動部により回転される記録媒体
の情報記録面に対して情報信号を記録再生する光ピックアップと、記録媒体のレーベル面
に対して光を照射する発光部と、複数のアドレスから選択された一の基準アドレスと記録
媒体から読み取り可能な基準信号とに基づいて発光部を発光させる制御部とを備える、光
ディスク装置が提供される。
【０００９】
　本発明によれば、記録媒体の基準アドレスと、記録媒体の盤面上から読み取り可能な基
準信号に基づいて、記録媒体の基準となる位置状態や記録媒体の回転角度を検出し、発光
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部を発光させる。このように、記録媒体が有する情報に基づいて発光部の発光を制御する
ことにより、記録媒体の回転角度を正確に把握することができ、記録媒体を所望の位置で
目視可能にすることができる。
【００１０】
　また、制御部は、光ピックアップにより基準信号を検出する検出部と、基準アドレスに
基づいて記録媒体の基準位置状態を決定する決定部と、基準信号および基準アドレスに基
づいて発光部を発光させる発光タイミングを算出するタイミング算出部と、発光タイミン
グに基づいて発光部を発光させる発光制御部とを備えることもできる。
【００１１】
　さらに、タイミング算出部は、基準位置状態から発光部を発光させる発光位置までの記
録媒体の回転角度を基準信号のクロック数に変換した表示クロック数を算出するようにし
てもよい。このとき、発光制御部は、基準アドレスを読み取った基準位置状態から基準信
号のクロック数のカウントを開始し、当該クロック数が表示クロック数になったとき発光
部を発光させる。
【００１２】
　また、発光制御部は、記録媒体が所定数回転する毎に基準位置状態から基準信号のクロ
ック数をカウントし、クロック数が表示クロック数となったときに発光部を発光させるよ
うにしてもよい。あるいは、タイミング算出部は、記録媒体が所定数回転する毎に表示ク
ロック数を所定のクロック数ずつ変更するようにしてもよい。ここで、所定数は、１また
は２以上の数とすることができる。
【００１３】
　本実施形態にかかる光ディスク装置は、記録媒体のレーベル面の表示位置を入力する入
力部をさらに備えることもできる。このとき、タイミング算出部は、基準位置状態から表
示位置を表示させるまでの記録媒体の回転角度を表示クロック数に変換する。そして、発
光制御部は、基準位置状態から基準信号のクロック数のカウントし、クロック数が表示ク
ロック数になったとき発光部を発光させるようにしてもよい。
【００１４】
　基準アドレスは、記録媒体のレーベル面の印刷時に記録媒体の回転制御の基準となるア
ドレスであってもよい。
【００１５】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、情報記録面に複数のア
ドレスが記録された記録媒体を回転させる回転駆動ステップと、回転される記録媒体の前
記情報記録面に対して情報信号を記録再生する記録再生ステップと、記録媒体のレーベル
面に対して光を照射する発光ステップと、複数のアドレスから選択された一の基準アドレ
スと記録媒体から読み取り可能な基準信号とに基づいて発光部を発光させる制御ステップ
とを含む、発光制御方法が提供される。
【発明の効果】
【００１６】
　以上説明したように本発明によれば、レーベル面に記載された可視情報を任意の位置で
目視することが可能な光ディスク装置および発光制御方法を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１８】
　（第１の実施形態）
　まず、図１および図２に基づいて、本発明の第１の実施形態にかかる光ディスク装置１
００について説明する。なお、図１は、本実施形態にかかる光ディスク装置１００の構成
を示すブロック図である。図２は、本実施形態にかかる光ディスク装置１００の制御部１
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２１の構成を示すブロック図である。
【００１９】
＜光ディスク装置の構成＞
　本実施形態にかかる光ディスク装置１００は、ＣＤ－Ｒ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ－
Ｒｅｃｏｒｄａｂｌｅ）やＤＶＤ－ＲＷ（Ｄｉｇｉｔａｌ　ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓ
ｃ－Ｒｅｗｒｉｔａｂｌｅ）等のディスク状の記録媒体の一例である光ディスク１１４の
情報記録面に対して、新たに情報信号を記録（書き込み）したり、予め記録されている情
報信号を再生（読み出し）したりすることができる。
【００２０】
　かかる光ディスク装置１００は、図１に示すように、光ディスク１１４を回転させるス
ピンドルモータ１１０と、光ピックアップ１１６と、信号処理部１２０と、ドライブ制御
部１３２と、トレイ駆動回路１３４と、記録制御回路１３６と、モータ駆動回路１３８と
、中央制御部１４０と、インタフェース部１４５と、ストロボ発光部１５０とを備えて構
成される。
【００２１】
　スピンドルモータ１１０は、光ディスク１１４を回転させる回転駆動部である。スピン
ドルモータ１１０の回転軸には光ディスク１１４が載置されるテーブル１１１が設けられ
る。光ディスク１１４の中心孔をテーブル１１１に嵌合させることにより、光ディスク１
１４をテーブル１１１と一体となって回転させることができる。また、スピンドルモータ
１１０は、テーブル１１１に嵌合された光ディスク１１４の上方から光ディスク１１４を
固定するチャッキングプレート１１２を備える。チャッキングプレート１１２は、支持板
（図示せず。）に回転可能に支持されており、光ディスク１１４と一体となって回転する
ことができる。このように、チャッキングプレート１１２とテーブル１１１とによって光
ディスク１１４を挟持することにより、光ディスク１１４がテーブル１１１から外れるの
を防止する。
【００２２】
　光ピックアップ１１６は、光を出射する発光部と、発光部から出射された光の戻り光を
受光する受光部とからなる。光ピックアップ１１６は、スピンドルモータ１１０により回
転された光ディスク１１４の情報記録面へ光を出射することにより情報信号を記録する。
また、光ピックアップ１１６は、発光部から出射された光の戻り光を受光部にて検出する
ことにより予め情報記録面に記録されている情報信号を再生する。光ピックアップ１１６
は、ピックアップベース（図示せず。）に搭載され、ピックアップベースと一体に移動さ
れる。
【００２３】
　信号処理部１２０は、光ピックアップ１１６から入力される信号（例えばＲＦ（Ｒａｄ
ｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）信号）から再生データ信号を生成する処理部である。また、
信号処理部１２０は、ＲＦ信号に基づいて同期信号等の特定パターンを有する信号や光デ
ィスクの位置情報を示す位置データ信号を検出する。信号処理部１２０は、検出した再生
データ信号および位置データ信号を後述するドライブ制御部１３２へ出力する。
【００２４】
　また、信号処理部１２０は、ストロボ発光部１５０の発光を制御する制御部１２１を備
える。制御部１２１は、図２に示すように、アドレス信号処理部１２２と、ホームポジシ
ョン生成部１２４と、タイミング算出部１２６と、発光制御部１２８とから構成される。
【００２５】
　アドレス信号処理部１２２は、光ディスク１１４上の複数のアドレスのうち一のアドレ
スについて、光ディスク１１４が１回転する間のクロック数を取得する。アドレス信号処
理部１２２は、光ディスク１１４上から読み取り可能な基準信号のクロック数を測定する
クロックカウンタ（図示せず。）から、光ディスク１１４が１回転する間のクロック数を
取得する。なお、基準信号は、回転制御に用いられる信号であって、光ピックアップ１１
６からの位置データ信号に基づいて光ディスク１１４の盤面上から読み取られたクロック
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に基づいて生成される信号である。このようなクロックとして、例えばウォブル（ｗｏｂ
ｂｌｅ）クロックを用いることができる。アドレス信号処理部１２２は、取得したクロッ
ク数をホームポジション生成部１２４へ出力する。
【００２６】
　ホームポジション生成部１２４は、光ディスク１１４の回転およびレーベル面の表示の
基準位置状態となるホームポジションを決定する。ホームポジション生成部１２４は、光
ディスク１１４上の複数のアドレスから決定された基準アドレスを決定する。そして、ホ
ームポジション生成部１２４は、光ピックアップ１１６により読み取ったアドレスと基準
アドレスとが一致したときの光ディスク１１４の位置状態をホームポジションとする。
【００２７】
　タイミング算出部１２６は、ストロボ発光部１５０を発光させる発光タイミングを算出
する。タイミング算出部１２６は、後述するインタフェース部１４５から光ディスク１１
４のレーベル面について表示させたい位置状態が入力されると、ホームポジションから当
該位置状態までの回転角度を示すクロック数である表示クロック数を算出する。タイミン
グ算出部１２６は、算出した表示クロック数を発光制御部１２８へ出力する。
【００２８】
　発光制御部１２８は、タイミング算出部１２６により算出された表示クロック数に基づ
いてストロボ発光部１５０を発光させる。
【００２９】
　図１に戻り、ドライブ制御部１３２は、制御信号を後述するモータ駆動回路１２８へ出
力し、スピンドルモータ１１０とピックアップベースを駆動するピックアップ駆動モータ
（図示せず。）の駆動を制御する。また、ドライブ制御部１３２は、制御信号を光ピック
アップ１１６へ出力し、光ピックアップ１１６から出射される光が光ディスク１１４のト
ラックを追跡するようにトラックサーボおよびフォーカスサーボを制御する。さらに、ド
ライブ制御部１３２は、後述する記録制御回路１３４へ再生データ信号を出力し、トレイ
駆動回路１３６へトレイの開閉を制御する開閉制御信号を出力する。また、ドライブ制御
部１３２は、信号処理部１２０から入力されたデータ信号のうち少なくとも位置データ信
号を後述する中央制御部１４０へ出力する。
【００３０】
　記録制御回路１３４は、ドライブ制御部１３２から入力された再生データ信号にエンコ
ード処理や変調等の処理を行い、処理された再生データ信号をドライブ制御部１３２へ出
力する。また、トレイ駆動回路１３６は、ドライブ制御部１３２から入力された開閉制御
信号に基づいて、トレイの開閉駆動を行う駆動部（図示せず。）を制御する制御信号を生
成する。そして、モータ駆動回路１３８は、ドライブ制御部１３２から入力される制御信
号に基づいてスピンドルモータ１１０を回転駆動する。
【００３１】
　中央制御部１４０は、ドライブ制御部１３２を制御する。中央制御部１４０は、インタ
フェース部１４５から入力される記録データ信号をドライブ制御部１３２へ出力する。ま
た、中央制御部１４０は、光ディスク１１４の情報記録面から読み出した再生データ信号
等をインタフェース部１４５を介して外部装置へ出力する。
【００３２】
　インタフェース部１４５は、例えばパーソナルコンピュータ等の外部装置と光ディスク
装置１００とを接続する接続部である。インタフェース部１４５は、外部装置から入力さ
れた信号を中央制御部１４０へ出力したり、中央制御部１４０から入力された信号を外部
装置へ出力したりする。外部装置から入力される信号としては、例えば、光ディスク１１
４の情報記録面に記録する記録情報に対応した記録データ信号等がある。一方、中央制御
部１４０から入力される信号としては、例えば、光ディスク１１４の情報記録面から読み
出した再生データ信号等がある。
【００３３】
　ストロボ発光部１５０は、光ディスク１１４のレーベル面に光を照射する発光部であっ
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て、例えば瞬間的に光を発する閃光装置等を用いることができる。ストロボ発光部１５０
は、発光制御部１２８により発光制御されて発光する。ここで、光ディスク１１４の回転
が高速で、かつストロボ発光部１５０の発光時間が長いと、発光中に光ディスク１１４が
回転してしまい、目視される可視情報がぶれてしまう。例えば、発光中に光ディスク１１
４が回転するとレーベル面に記載された可視情報（例えば、文字）が移動する間の残像が
見えてしまう。発光時間はなるべく短くするほど可視情報はぶれずに見えるが、光量が不
足してレーベル面全体を視認することができなくなる可能性がある。このため、ストロボ
発光部１５０の明るさにより発光時間を調整する。ストロボ発光部１５０の発光時間によ
り、回転中に目視されるレーベル面の可視情報の画質が決定する。
【００３４】
　以上、本実施形態にかかる光ディスク装置１００の構成について説明した。本実施形態
にかかる光ディスク装置１００は、回転状態の光ディスク１１４のレーベル面に記載され
た可視情報を視認することができるように、所定のタイミングでストロボ発光部１５０を
発光させる。
【００３５】
　ここで、光ディスク１１４の発光位置とストロボ発光部１５０の発光タイミングとの関
係を図３および図４に基づいて説明する。上述したように、発光制御部１２８は、光ピッ
クアップ１１６により基準アドレスを読み取り、基準アドレスからカウントされる基準信
号のクロック数が表示クロック数となったときにストロボ発光部１５０を発光させる。例
えば、基準アドレスＰを光ピックアップ１１６で読み取ったときにストロボ発光部１５０
を発光させる場合、光ディスク１１４は図３に示すような位置状態のときにストロボ発光
部１５０は発光される。このとき、ユーザは、図３に示す状態のレーベル面を目視するこ
とができる。
【００３６】
　しかし、図４に示すように、光ディスク装置１００の構成により、筐体１６０に形成さ
れた開口部１６２から光ディスク１１４のレーベル面の一部しか目視することができない
場合には、レーベル面の特定部分しか目視することができない。すなわち、ストロボ発光
部１５０がホームポジションにおいて発光するとき、ホームポジションにおいて開口部１
６２に対応するレーベル面の第１のエリアは目視することができるが、他のエリアは目視
することができない。
【００３７】
　そこで、本実施形態にかかるストロボ発光部の発光制御方法は、開口部１６２の位置に
所望のエリアを対応させる等、レーベル面の可視情報を所望の位置で目視できるようにス
トロボ発光部１５０の発光タイミングを制御する。以下、図５～図９Ｄに基づいて、本実
施形態にかかるストロボ発光部１５０の発光制御方法について説明する。なお、図５は、
本実施形態にかかる発光制御方法を説明するフローチャートである。図６は、本実施形態
にかかるストロボ発光部１５０の発光タイミングを説明するための説明図である。図７は
、光ディスク１１４のレーベル面の表示位置を説明するための説明図である。図８は、ス
トロボ発光部１５０を発光させないときの光ディスク１１４のレーベル面の見え方を示す
説明図である。図９Ａ～図９Ｄは、ストロボ発光部１５０の発光タイミングにより変化す
る光ディスク１１４のレーベル面の見え方を示す説明図である。
【００３８】
＜発光制御方法＞
　本実施形態にかかるストロボ発光部１５０の発光制御方法は、図４に示すように、まず
、光ディスク１１４の１回転中のクロック数を測定する（ステップＳ１００）。本実施形
態にかかる光ディスク装置１００は、光ディスク１１４の盤面上から読み取り可能なクロ
ックを基準信号として用いる。このようなクロックとして、例えばウォブル（ｗｏｂｂｌ
ｅ）クロックを用いることができる。ウォブルクロックは、図６に示すように、周期的に
発せられている。アドレス信号処理部１２２は、光ディスク１１４上の複数のアドレスの
うち一のアドレスについて、光ディスク１１４が１回転する間の基準信号のクロック数を
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クロックカウンタ（図示せず。）により取得する。例えば、基準アドレスについて光ディ
スク１１４が１回転する間のウォブルクロックのクロック数を取得した場合、光ディスク
１１４の１回転中のクロック数は、図６に示すホーム信号の１区間に存在するウォブルク
ロックのクロックの数となる。
【００３９】
　次いで、レーベル面の表示部分についてホームポジションからの回転角度を設定する（
ステップＳ１０２）。例えば図４に示すように光ディスク装置１００の開口部１６２から
レーベル面の一部のみしか目視できない場合に、どの位置を目視できるようにするかを設
定する。レーベル面の表示する位置は、例えば図７に示すように、ホームポジション（図
７に示す光ディスク１１４の位置状態）から回転方向にどれだけ回転しているかにより表
すことができる。例えば、エリアＡを表示させる場合にはホームポジションからのずれは
ないので、０°と設定する。同様に、エリアＢであれば４５°、エリアＣであれば９０°
、エリアＤであれば１８０°、エリアＥであれば２７０°、エリアＦであれば３１５°と
設定する。
【００４０】
　さらに、ホームポジションから発光位置までのクロック数を算出する（ステップＳ１０
４）。発光位置は、光ディスク１１４のレーベル面を所望の位置状態で見せるために、ス
トロボ発光部１５０を発光させる位置である。ステップＳ１０４は、ステップＳ１００で
算出された光ディスク１１４の１回転中のクロック数およびステップＳ１０２で設定され
た角度に基づいて、光ディスク１１４がホームポジションから設定された角度だけ回転し
た位置状態となるまでのクロック数を算出する。かかるクロック数は、表示クロック数と
も称する。
【００４１】
　その後、ホームポジションの検出を開始する（ステップＳ１０６）。ホームポジション
生成部１２４は、光ディスク１１４上の基準アドレスＰを読み取り、基準アドレスＰと光
ピックアップ１１６により読み取ったアドレスとが一致した位置をホームポジションとす
る。また、基準アドレスＰと光ピックアップ１１６により読み取ったアドレスとが一致し
たときにアクティブとなる信号をホーム信号とする（図６参照）。かかる処理は、ホーム
ポジションが検出されるまで行われる（ステップＳ１０８）。
【００４２】
　次いで、ホームポジションが検出されると、ホームポジションからのウォブルクロック
のクロック数をカウントする（ステップＳ１１０）。そして、カウントするクロック数と
ステップＳ１０４で算出した表示クロック数とが等しいか否かを判定し（ステップＳ１１
２）、これらのクロック数が等しくなるまでカウント処理を行い、判定処理を繰り返す。
【００４３】
　ステップＳ１１２において、カウントするクロック数とホームポジションから発光位置
までのクロック数とが等しいと判定されると、発光制御部１２８はストロボ発光部１５０
を発光させる（ステップＳ１１４）。これにより、回転する光ディスク１１４のレーベル
面が照射され、レーベル面の可視情報を目視することができる（ステップＳ１１６）。
【００４４】
　その後、レーベル面の表示位置を変更する指示があるか否かを判定し（ステップＳ１１
８）、表示位置の変更指示があった場合にはステップＳ１０２の処理に戻る。そして、新
たな表示位置についてホームポジションから発光位置までのクロック数を算出し、ホーム
ポジションを検出して、ホームポジションからカウントしたクロック数が表示クロック数
と等しくなったときにストロボ発光部１５０を発光させる。
【００４５】
　一方、ステップＳ１１８において表示位置の変更指示がないと判定したときはレーベル
面の表示処理を終了する終了指示があるか否かを判定する（ステップＳ１２０）。終了指
示がない場合には、ステップＳ１０６へ戻り、ストロボ発光部１５０を発光させてレーベ
ル面の表示を継続して行う。終了指示があったときには、レーベル面の表示処理を終了す
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る。
【００４６】
　以上、本実施形態にかかるストロボ発光部１５０の発光制御方法について説明した。こ
こで、本実施形態にかかる発光制御方法によりストロボ発光部１５０を発光させて、図７
のエリアＡ、エリアＣ、エリアＤおよびエリアＥを光ディスク装置１００の開口部１６２
から目視できるようにすることについて説明する。
【００４７】
　エリアＡを表示させる場合には、ホームポジションからのずれがないため、ホーム信号
がアクティブとなるタイミングでストロボ発光部１５０を発光させればよい。この発光タ
イミングは、図６のフラッシュ１のようになる。また、エリアＢを表示させる場合には、
エリアＢはホームポジションから９０°のずれがあるため、発光タイミングを光ディスク
１１４がホームポジションから９０°回転したときに発光するように設定する。光ディス
ク１１４が１／４回転したときのクロック数は、図６のホーム信号の１／４区間に存在す
るウォブルクロックのクロック数に相当する。これより、エリアＢを表示させる発光タイ
ミングは、図６のフラッシュ２のように、ホーム信号がアクティブとなる位置から上記ク
ロック数だけ遅延した位置でアクティブとなるように設定される。
【００４８】
　同様に、エリアＣを表示させる場合には、発光タイミングを光ディスク１１４がホーム
ポジションから１８０°回転（１／２回転）したときに発光するように設定する。すなわ
ち、エリアＣを表示させる発光タイミングは、図６のフラッシュ３のように、ホーム信号
がアクティブとなる位置からホーム信号の１／２区間に存在するクロック数だけ遅延した
位置でアクティブとなるように設定される。そして、エリアＤを表示させる場合には、発
光タイミングを光ディスク１１４がホームポジションから２７０°回転（３／４回転）し
たときに発光するように設定する。すなわち、エリアＤを表示させる発光タイミングは、
図６のフラッシュ４のように、ホーム信号がアクティブとなる位置からホーム信号の３／
４区間に存在するクロック数だけ遅延した位置でアクティブとなるように設定される。
【００４９】
　回転状態にある光ディスク１１４のレーベル面を、ストロボ発光部１５０を発光させな
いで目視した場合、図８に示すように、レーベル面の可視情報は流れてしまい可視情報を
認識することは困難である。一方、ストロボ発光部１５０を所定の発光タイミングで発光
させると、図９Ａ～図９Ｄに示すように、発光タイミングに応じた位置でレーベル面の可
視情報を認識することができる。
【００５０】
　例えば、図６において、フラッシュ１の発光タイミングに基づいてストロボ発光部１５
０を発光させると、図９Ａに示すように、ホームポジションと同一の状態で停止している
ように見える。このとき、開口部１６２には、エリアＡ（図７参照）が対応する。また、
フラッシュ２の発光タイミングに基づいてストロボ発光部１５０を発光させると、図９Ｂ
に示すように、ホームポジションから９０°回転した状態で停止しているように見える。
このとき、開口部１６２には、エリアＣ（図７参照）が対応する。さらに、フラッシュ３
の発光タイミングに基づいてストロボ発光部１５０を発光させると、図９Ｃに示すように
、ホームポジションから１８０°回転した状態で停止しているように見える。このとき、
開口部１６２には、エリアＥ（図７参照）が対応する。そして、フラッシュ４の発光タイ
ミングに基づいてストロボ発光部１５０を発光させると、図９Ｄに示すように、ホームポ
ジションから２７０°回転した状態で停止しているように見える。このとき、開口部１６
２には、エリアＦ（図７参照）が対応する。
【００５１】
　このように、基準信号および基準アドレスに基づいてストロボ発光部１５０の発光タイ
ミングを変更することにより、所望の位置状態で光ディスク１１４のレーベル面を目視す
ることができる。これにより、光ディスク装置１００の開口部１６２から光ディスク１１
４のレーベル面の一部のみしか目視できないときであっても、レーベル面の任意の位置を
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開口部１６２から目視できるようにすることができる。また、光ディスク１１４のレーベ
ル面全体を目視できる場合にも、本実施形態にかかる発光制御方法を用いることにより、
ユーザが光ディスク１１４を目視する方向に合わせて光ディスク１１４の位置状態を変更
することができる。
【００５２】
　また、光ディスク１１４のレーベル面に記載された可視情報と盤面上のアドレスとが関
連付けられていれば、光ディスク１１４のレーベル面を所望の位置状態にすることが容易
になる。ここで、ストロボ発光部１５０の発光制御に用いる基準アドレスに、可視情報を
レーベル面に印刷する際に光ディスク１１４の回転制御に用いるアドレスを用いることで
、レーベル面に記載された可視情報と盤面上のアドレスとの位置関係が関連付けることが
できる。これにより、ユーザが別途入力しなくとも、レーベル面の可視情報がディスク上
のどの位置に記載されているかを基準アドレスから把握することができ、光ディスクのレ
ーベル面を所望の位置状態で見せることが可能となる。
【００５３】
　以上、本実施形態にかかる光ディスク装置１００の構成およびストロボ発光部１５０の
発光制御方法について説明した。本実施形態によれば、光ディスク１１４上の基準アドレ
スと、光ディスク１１４の盤面上から読み取り可能な基準信号（例えば、ウォブルクロッ
ク）とに基づいて、光ディスク１１４のレーベル面の任意の位置を視認することができる
。
【００５４】
　（第２の実施形態）
　次に、図１０～図１３に基づいて、本発明の第２の実施形態にかかる光ディスク装置１
００の発光制御方法について説明する。本実施形態にかかる光ディスク装置１００の構成
は、第１の実施形態と同一とすることができる。本実施形態にかかる発光制御方法は、光
ディスク１１４がゆっくりと回転しているように目視可能にストロボ発光部１５０を発光
させることを特徴とする。以下、本実施形態にかかる発光制御方法について説明する。な
お、図１０は、本実施形態にかかる発光制御方法を説明するフローチャートである。図１
１は、本実施形態にかかるストロボ発光部１５０の発光タイミングを説明するための説明
図である。図１２は、図１１に示す発光タイミングにより目視される光ディスク１１４の
状態を示す説明図である。図１３Ａおよび図１３Ｂは、開口部１６２から視認される光デ
ィスク１１４の状態を示す説明図である。また、本実施形態の発光制御方法の説明におい
て、第１の実施形態と同様の処理についての詳細な説明は省略する。
【００５５】
＜発光制御方法＞
　本実施形態にかかる発光制御方法は、図１０に示すように、まず、ホームポジションか
ら発光位置までのクロック数を初期化する（ステップＳ２００）。次いで、ホームポジシ
ョンの検出を開始する（ステップＳ２０２）。ホームポジション生成部１２４は、光ディ
スク１１４上の基準アドレスを読み取り、基準アドレスと光ピックアップ１１６により読
み取ったアドレスとが一致した位置をホームポジションとする。そして、ホームポジショ
ンが検出されるまでホームポジションの検出を続ける（ステップＳ２０４）。
【００５６】
　さらに、ホームポジションが検出されると、ホームポジションからのウォブルクロック
のクロック数をカウントする（ステップＳ２０６）。カウントするクロック数とホームポ
ジションから発光位置までのクロック数とが等しいか否かを判定し（ステップＳ２０８）
、これらのクロック数が等しくなるまで判定処理を繰り返す。
【００５７】
　ステップＳ２０８において、カウントするクロック数とホームポジションから発光位置
までのクロック数とが等しいと判定されると、発光制御部１２８はストロボ発光部１５０
を発光させる（ステップＳ２１０）。これにより、回転する光ディスク１１４のレーベル
面が照射され、レーベル面の可視情報を目視することができる（ステップＳ２１２）。な
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お、ステップＳ２００～Ｓ２１２の処理は、図５に示す第１の実施形態の発光制御方法に
おけるステップＳ１０４～Ｓ１１６までの処理と同一である。
【００５８】
　その後、ホームポジションから発光位置までのクロック数を変更する（ステップＳ２１
４）。本実施形態にかかる発光制御方法は、図１１に示すように、光ディスク１１４が１
回転する毎にストロボ発光部１５０の発光タイミングをずらすことにより、光ディスク１
１４がゆっくりと回転して見えるようにストロボ発光部１５０を発光させるものである。
第１の実施形態で説明したように、ホームポジションから発光位置までの回転角度をクロ
ック数で表し、ホームポジションから当該クロック数をカウントしたときにストロボ発光
部１５０を発光させると、光ディスク１１４を所望の位置状態で目視することができる。
そこで、光ディスク１１４が１回転する毎にストロボ発光部１５０の発光タイミングを所
定のクロック数ずつ遅くすることにより、図１２に示すようにレーベル面の可視情報が所
定の方向にゆっくりと回転するように見えるようになる。
【００５９】
　ステップＳ２１４では、現在のホームポジションから発光位置までのクロック数である
表示クロック数に所定のクロック数を加算する。このようにストロボ発光部１５０の発光
タイミングをずらすことにより、光ディスク１１４がゆっくりと回転しているように見せ
ることができる。
【００６０】
　そして、レーベル面の表示処理を終了する終了指示があるか否かを判定する（ステップ
Ｓ２１６）。終了指示がない場合には、ステップＳ２０２へ戻り、新たに設定された表示
クロック数に基づいてストロボ発光部１５０を発光させる。一方、ステップＳ２１６にて
終了指示があったときには、レーベル面の表示処理を終了する。
【００６１】
　以上、本実施形態にかかるストロボ発光部１５０の発光制御方法について説明した。こ
のように、光ディスク１１４がゆっくりと回転するように見せることにより、光ディスク
装置１００の開口部１６２から光ディスク１１４のレーベル面の一部しか目視することが
できない場合にも、レーベル面全体を把握することができる。例えば、光ディスク装置１
００の開口部１６２から目視できる可視情報が図１３Ａに示すようなものであったとする
。その後、所定の時間が経過すると、図１３Ｂに示すようにレーベル面の表示位置が変化
し、図１３Ａとは別の可視情報を目視することができる。
【００６２】
　以上、本実施形態にかかる光ディスク装置１００における発光制御方法について説明し
た。本実施形態の発行制御方法によれば、ストロボ発光部１５０による発光タイミングを
光ディスク１１４が１回転する毎に所定のクロック数ずつずらすことにより、光ディスク
１１４がゆっくり回転しているように見せることができる。これにより、レーベル面の一
部のみしか目視できない場合であっても、光ディスク１１４が回転しているように見える
ので、レーベル面全体を把握することができる。
【００６３】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する
者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的
範囲に属するものと了解される。
【００６４】
　例えば、上記実施形態では、制御部１２１は信号処理部１２０内に設けられたが、本発
明はかかる例に限定されない。例えば、図１４に示すように、信号処理部１２０内にアド
レス信号処理部２２２およびホームポジション生成部２２４とからなる処理部２２０を設
け、タイミング算出部２３２および発光制御部２３４とからなる処理部２３０を別途設け
るようにしてもよい。
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【００６５】
　また、上記実施形態では、光ディスク１１４の盤面上から読み取り可能なアドレスを用
いて光ディスク１１４の回転位置を検出して発光制御を行ったが、本発明はかかる例に限
定されない。例えば、光ディスク１１４を光ディスク装置１００に挿入したときに、光デ
ィスク１１４のアドレスとエンコーダとの関連付けを行い、エンコーダのパルスとＺ層の
信号とに基づいて、本発明と同様に発光制御を行うことができる。
【００６６】
　さらに、上記実施形態では、光ディスク１１４が１回転する毎に所定の発光タイミング
でストロボ発光部１５０を発光させたが、本発明はかかる例に限定されない。例えば、光
ディスク１１４の回転速度が速いときには、光ディスク１１４が複数回転する毎に（例え
ば、２回転する毎に）ストロボ発光部１５０を１回発光させるようにしてもよい。また、
光ディスク１１４が所定数回転する毎に表示クロック数を変更することもできる。これに
より、光ディスク１１４がよりゆっくり回転しているように見せることができる。
【００６７】
　このように、ホーム信号とディスクの盤面上のクロックとを用いてレーベル印刷を行う
システムにおいて、本発明の発光制御を行えば、印刷している任意の場所をユーザが目視
することが可能となる。また、回転毎に発光させるクロック数を変更すれば、印刷の様子
をゆっくり回転しているように見せることも可能である。このとき、ディスク上のアドレ
スとエンコーダとを関連付けて発光制御する方法もディスクの盤面上のクロックを用いて
発光制御する方法と同様に動作することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】本発明の第１の実施形態にかかる光ディスク装置の構成を示すブロック図である
。
【図２】同実施形態にかかる光ディスク装置の制御部の構成を示すブロック図である。
【図３】光ディスクの発光位置とストロボ発光部の発光タイミングとの関係を示す説明図
である。
【図４】光ディスク装置の開口部から光ディスクのレーベル面の一部のみを目視できる状
態を説明する説明図である。
【図５】同実施形態にかかる発光制御方法を説明するフローチャートである。
【図６】同実施形態にかかるストロボ発光部の発光タイミングを説明するための説明図で
ある。
【図７】光ディスクのレーベル面の表示位置を説明するための説明図である。
【図８】ストロボ発光部を発光させないときの光ディスクのレーベル面の見え方を示す説
明図である。
【図９Ａ】ストロボ発光部をフラッシュ１の発光タイミングで発光させるときの光ディス
クのレーベル面の見え方を示す説明図である。
【図９Ｂ】ストロボ発光部をフラッシュ２の発光タイミングで発光させるときの光ディス
クのレーベル面の見え方を示す説明図である。
【図９Ｃ】ストロボ発光部をフラッシュ３の発光タイミングで発光させるときの光ディス
クのレーベル面の見え方を示す説明図である。
【図９Ｄ】ストロボ発光部をフラッシュ４の発光タイミングで発光させるときの光ディス
クのレーベル面の見え方を示す説明図である。
【図１０】本発明の第２の実施形態にかかる発光制御方法を説明するフローチャートであ
る。
【図１１】同実施形態にかかるストロボ発光部の発光タイミングを説明するための説明図
である。
【図１２】図１１に示す発光タイミングにより目視される光ディスクの状態を示す説明図
である。
【図１３Ａ】開口部から視認される光ディスクの一の状態を示す説明図である。
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【図１３Ｂ】開口部から視認される光ディスクの他の状態を示す説明図である。
【図１４】光ディスク装置の構成の変形例を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００６９】
　１００　　光ディスク装置
　１１０　　スピンドルモータ
　１１４　　光ディスク
　１１６　　光ピックアップ
　１２０　　信号処理部
　１２１　　制御部
　１２２、２２２　　アドレス信号処理部
　１２４、２２４　　ホームポジション生成部
　１２６、２３２　　タイミング算出部
　１２８、２３４　　発光制御部
　１５０　　ストロボ発光部
　１６２　　開口部
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